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加飾技術とグリーンテクノロジー 
最近，『加飾』というキーワードを耳にすることが多くなりました．弊

会では，あらゆる製品に付与されるあらゆる装飾や機能を総括して

『加飾』と考えて，定義しております．レターＮｏ．１~Ｎｏ．４でもご説

明させて頂きましたが，特に技術などに制限されることなく，ご活用

いただくことが最も重要と思います． 

『加飾』技術のご要望は，主に製造業の企業様と思いますので，Ｂ 

ｔｏ Ｂとなると思います．最終的な『加飾』に対するお好みは消費者

次第ですから，結局のところＢ ｔｏ Ｃとなるように思います．弊会で

は，“Ｃ”を意識して活動させて頂きます． 

さて，最近いくつかのホットな情報を頂きました．本号でご紹介さ

せて頂きますが，一つは『加飾』をいろいろな観点から捉えたご意見

としてご紹介致します．加飾を行わない『加飾』についてです． 

もう一つは，古くから活用が試みられてきた銀鏡塗装について，

その耐腐食性について劇的な改善についてご紹介致します． 

 

本号にてご紹介するそれぞれのトピックスは，グリーンテクノロジ

ーと言う観点から括ることができると思っております．すなわち，いろ

いろと手間をかけて，いわゆる『加飾』を施すのに対して，手間無し，

で付加的なプロセス無しに“加飾”できるのであれば，これほどグリ

ーンなテクノロジーはありませんよね． 

銀鏡塗装は，基本的に銀以外の金属を使わないで金属調，すな

わち本当の“銀色”を得ることができます．環境負荷の極めて少ない，

いわばグリーンなテクノロジーになります．そして，この銀鏡塗装で

最も懸念されていた，トップの保護層に傷がついたときの耐久性に

ついて劇的な改善の報告をご紹介します． 

 

加飾技術研究会は，商品の売上に直結すると考えられる『加飾』

を取り上げて，いろいろな『加飾』技術を総括的に調査し，研究し，市

場調査やビジネス展開などの活用を考える研究会として活動してい

ます．加飾技術研究会は，多くの可能性とビジネス的な発展を包括

的に持った新しい『加飾技術』を探索して，社会の要請に応えるべく

活動します． 

当面の連絡先は平野技術士事務所とさせて頂いております．まず

は，メールでご質問ください．E-mail info@ce-hirano.com です．ぜひ

皆様，ご参加いただきたく，よろしくお願いいたします．（代表理事 

平野輝美） 
-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

加飾を行わない加飾
 

加飾技術研究会の一つの存在意義は，会員や会員周辺の中小

企業の皆様の連携構築を支援することです．中小企業は，その業務

に関する調査や開発などのプロセスに寄与するためのリソースが不

足しています．それぞれの企業単独では将来への投資などでも制

限されることが多いものです．そこで，加飾技術を活用する企業同士

の連携を構築して，それぞれ単独では困難なハードルを越えるべく

連携構築がキーになるでしょう． 

加飾技術研究会の実績をいくつかご紹介しましょう． 

 

技術トピックスご紹介 

１．加飾しない加飾技術，その応用技術 
プラスチックの加飾の代表的なものは塗装，印刷，めっき，蒸着で

あり，フィルム貼合も注目されている．その中で，筆者は金型表面の

形状を忠実に転写することも加飾の１つと考えている．すなわち，素

肌を美しくすることもお化粧の一つということである． 

プラスチックは高温で可塑化された状態から低温の金型に触れる

と瞬時に固化が始まり，大きな粘度変化が起こる．これは一瞬にして

起こるので，転写に好ましい粘度領域でゆっくりしている暇は無い．

一方，高転写成形は，射出開始前に金型温度を転写に好ましい温度

にセットして待っているので，金型内の樹脂圧力によってしっかりと転

写される． 

高転写成形の一例が，小野産業と三井化学によって開発された高

速ヒートサイクル成形（ＲＨＣＭ）である．原理が単純で，射出前に金

型を蒸気で加熱しておき，充填完了後に水で冷却する．ＲＨＣＭの代

表的な効果は，①ウェルドラインが目立たない，②鏡面の光沢に優

れる，③フィラーが露出しない等が挙げられる．特に黒光沢（ピアノブ

ラック）は薄型ＴＶやノートＰＣに，シボの高転写はカメラのハウジング

等に実績がある．ＲＨＣＭを用いることで，高光沢塗装や、低光沢塗

装が不要になった．また，ＡＢＳ樹脂をＲＨＣＭで成形すると，ブタジ

エンゴムの粒子がめっきに適した形状になり，めっきの密着性が向上

することも知られている． 

 

さて，ＲＨＣＭ技術をフィルムインサート成形に応用すると，更なる

価値が創造できる．例えば，金型にシボやヘアラインを刻み込んで

おくと，フィルム面にシボやヘアラインがきっちり転写される．この時

インサートフィルムとして金属調フィルムを用いると，金属と見間違え

るほどの仕上がりが得られる．特に東レが開発した金属調の超多層ポ

リエステル（ピカサス）を用いると、金属を全く使わずに金属の外観が

得られる． 

 

このように高転写技術ＲＨＣＭは，プラスチックのすっぴん美人，

お化粧美人，仮面美人を生み出している．今後に乞うご期待． 

（小野産業株式会社 技術本部 技術士（化学） 秋元英郎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加加加飾飾飾技技技術術術研研研究究究会会会   
事務局 平野技術士事務所 105-0003 東京都港区西新橋1-17-7 第一稲垣ビル 創造工学研究所内 
    Tel 090-3694-7864 FAX 020-4624-8551 e-mail info @ ce-hirano.com 
 
 製品類，部品類などの最終加工は加飾処理である．工業製品を「商品」として価値あるものに仕上げるのは，加飾技術である．近年，環

境に優しく，あらゆる負荷が小さい加飾技術が求められている．我々は，社会の要請に対して真摯に取り組み，優れた加飾技術について

調査・研究・開発等を積極的に進め，社会・経済発展に寄与すべく加飾技術研究会の活動を展開するものである． 
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左：通常のフィルムインサート成形 右：RHCMを併用したインサート成形 

第１図 RHCMを用いたフィルムインサート成形 

インサートフィルム：東レピカサス（超多層ポリエステル） 
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２．優れた耐久性を持つ銀鏡塗装 
銀鏡塗装の加飾特性はかなり優れていると思います．しかしながら，

とても大きなハードルとして，銀の劣化が立ちふさがっていました．

今までの銀鏡塗装による塗膜では，トップコートとして形成された保

護層の耐久性に依存するところが大きかったのです． 

銀薄膜が直接大気暴露されるような試験，例えばクロスカット試料

の塩水噴霧耐久性試験などでは，露出した銀薄膜部分から急速に

劣化が進んでしまいました． 

さて，このような銀鏡塗装にとって大きな課題であった耐久性です

が，技術的に大きな進展が達成されました．株式会社表面化工研究

所（橋本智社長，０３－５２０９－４６５７）が開発した耐久性改善ＭＦＳシ

ステムです． 

第２図に塩水噴霧耐久性試験２４０時間処理後の試料の様子を示し

ます．処理Ａは銀鏡塗膜形成後に後処理として耐久性向上機能を付

与する処理です．処理Ｂは，銀鏡塗装の一連の処理中に組込んで

活用する耐久性向上処理の試験結果です．未処理の試料と比較し

てください．未処理のものは，ほぼ完全に金属調を失っており，傷部

分から急速に劣化進行した結果となっています．このようなものでは，

傷に対する耐久性が不足するというご指摘を受けてしまいます． 

第２図に示したような，耐久性向上処理の効果を比較検討ください．

２種の耐久性向上処理を行った結果では，２４０時間の耐久性試験

経過後であってもほとんど劣化無しの状態です．写真ではわか

りにくいのですが，目視で見る限りほとんど劣化していない状態です

ね．例えば，自動車の外装塗装として考えても，飛び石の影響をほと

んど受けないような耐久性として確保できていると思います．本試験

では，切削傷を意図的に形成しておりますが，通常の使用では微細

な傷が気になると思います．現実場面の耐久性として，大幅な特性

向上が得られているようです． 

もう一つの耐久性試験結果として，第３図に９８時間のＣＡＳＳ試験

の結果を示します．第３図でも，耐久性向上処理ＡおよびＢともに絶

大な効果を示しています．ほとんど目視では劣化していません． 

 

実際にどの程度の効果があるのか，実物を参照ください．劇的な

効果です．（代表理事 平野輝美） 

 
 弊社は，１９６８年（昭和４３年）橋本表面技術士事務所の付属研究所として，発足いたしました．自主独立体制へ移行以後も一貫して表面
技術に関する受託試験・受託開発ならびに，業界のご要望にお応えしての教育研修等を主業務としてまいりました． 

  ご承知のとおり，表面技術は諸工業の発展に欠くことのできない要素であり，その活用範囲は多種多様であります． 

  弊社の施設ならびに技術をご活用の程、お願い申し上げます． 

 
環境に優しい次世代の金属調加飾システム／銀鏡塗装システム 

の資料を示します．このような塗装プロセスで金属調加飾を行いま 

す．御社の新製品にご活用ください． 

 

商号 株式会社表面化工研究所 

設立 昭和４３年１２月２３日 

資本金 ２７５０万円 

代表者 橋本 智 

所在地 １０１－００２５ 東京都千代田区神田佐久間町１－

８－４アルテール秋葉原９０５ 

 ☎０３－５２０９－４６５７ ＦＡＸ ０３－５２０９－４６５８ 

研究所 ３０９－１７１５ 茨城県笠間市湯崎８４５－５ 

 ☎０２９６－７７－０６９９ ＦＡＸ ０２９６－７７－８９３８ 

製品 銀鏡塗装システム「ＭＦＳ」 

 三次元加飾システム「ＴＡＳ」 

 
第２図 塩水噴霧耐久性試験（２４０時間後） 

 
第３図 ＣＡＳＳ試験の結果（９８時間） 
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たま工業交流展に出展 
加飾技術研究会は，東京技術士会ＳＩＧ表面処理技術研究会と連

携させて頂き，昭和記念公園で開催されました“たま工業交流展”に

出展致しました．第４図に出展の様子をご紹介致します．出展の主体

は一般社団法人東京技術士会になります． 

今回の展示では２件の連携構築を報告しました．展示ブースには，

弊加飾技術研究会の提携先でありますＳＩＧ表面処理技術研究会とし

て参加しました．また，企業との連携構築について，ＳＩＧ中小企業支

援センターの支援を頂きました．これらの活動の成果として，株式会

社表面化工研究所銀鏡塗装でありますＭＦＳに関する製品展示と説

明を行いました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第５図にＭＦＳのカラーサンプルをお見せします．カラフルな試

料を展示させて頂き，またカラーサンプルを準備して会社紹介資料

と合わせて配布させて頂きました．多くの方にご紹介できたと思いま

す． 

もう一つの展示は，精密多孔板を加工したフィルタをご紹介たしま

した．これは，板厚が１~２ｍｍ程度のステンレス材に対して，概ね１

００μｍ程度までの極微細孔を形成したものです．塑性加工を加え

て円筒状に形成すれば，液体などのフィルタリングに活用することが

できます．第６図に一例をお見せします． 

 

 

 

 

 

 

 

 

このフィルタについてご興味を頂きましたら，０９０－３６９４－７８６４，

もしくは info@ce-hirano.com（加飾技術研究会・代表理事・平野）まで

ご連絡ください． 

 

第７図には，たま工業交流展の様子を示します．このように，たくさ

んの参加者に訪問いただき，活況のうちに多くの方とお話させて頂く

ことができました．有り難うございました．（代表理事 平野輝美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

事業所紹介 有限会社 カネバン （編集担当 平野） 

 
第５図 ＭＦＳ塗装カラーサンプル 

（株式会社表面化工研究所提供） 

□会社名 ： 有限会社カネバン 

□代表者 ： 金子 弘行 

□資本金 ： 300万円 

□会社創業 ：  

□小金井店 ： 〒187-0002 東京都小平市花小金井4-10-1 

TEL/042-452-8593 FAX/042-452-8594 

MAIL/iｎfo@kaneban.jp 

□本社 ： 〒198-0104 東京都西多摩郡奥多摩町丹三郎15-2 

TEL/0428-85-1553 FAX/0428-85-1575 

MAIL/tanzaburoo@kaneban.jp 

 

有限会社 カネバン 
 輸入バイクなどのカスタム塗装，板金塗装

を主な業務としている東京都にある会社で

す．アフターオートパーツなどの趣味性の大きな市場に強い会社で，若い社長とスタッ

フのアクティビティ大きな会社ですね．小金井に店舗を構え，大きく飛躍しています． 

 バイク等のカスタム市場では，金属調の処理について大きな要望があります．これに

対応するものとして，銀鏡メッキ塗装の技術開発と設備の開発を進めています．スタッフ

の塗装の腕もかなりのハイレベルで，バイクくらいの大物をきれいに仕上げるノウハウ

に優れています．また，屋外で使用するときの耐久性にも気にして開発を進めていま

すので，それなりに性能の良い塗装技術を持っています． 

 今後の展開が気になる，新進気鋭の塗装業者ですね．この塗装のウデと設備につい

て皆様，ぜひ，活用

して頂きたいと思い

ます．連絡先：☎０４

２－４５２－８５９３／０

４２８－８５－１５５３，

金子弘行社長． 

 
第７図 たま工業交流展の様子 

 
第５図 たま工業交流展に出展  

第６図 たま工業交流展試料（株式会社マグネテックジャパン提供） 

 
第４図 たま工業交流展に出展 



 

 
   

書籍のご紹介 

 

 

 

 

 弊事務所代表平野にて，「射出成形

加工の周辺機器 選び方・使い方」の

分担執筆をさせて頂きました．本書

は，射出成形設備に関連した周辺機

器について，その使い方や選択の時

の注意点などを述べたものです．現

場にて機器選択における参考となるよ

うに，実務に沿って書いてあります． 

【内田守彦編，日刊工業新聞社，

ISBN-13: 978-4526057601】 

 コーティングというものを基材に対するな

んらかの膜を形成することと捉え，そのプロ

セスや資材，機材など極めて広い範囲にわ

たって網羅的に解説した書である．コーティ

ングにおける課題など，例えばいかにして

機能性薄膜を形成するのか・・・など，機材

に対して価値を付加する技術としてコーティ

ングを捉えています．【加工技術研究会編】 
 
 

加飾技術研究会事務所紹介 ：新橋にあります平野技術士事
務所内にて活動させて頂いております．ご入会申し込み，質問，そ

の他何でも，メールにてお問い合わせください．ｅ－ｍａｉｌ  ｉｎｆｏ＠ｃ

ｅ－ｈｉｒａｎｏ．ｃｏｍです．地図を載せます．右端の駅が新橋です．上

が東京方向です．近くまでお越しの際はぜひお立ち寄りください 

（訪問前には電話をご一報ください．０９０－３６９４－７８６４です）． 

	
 

交流会（ＧＥＦ）の御紹介 ：毎月の第一土曜日に技術者
の交流会を開催させて頂いております．場所は，有楽町の「び

いどろ」（地図参照）です．第一土曜日の１７時から，必ず集まっ

ております．お時間が空きましたら，直接お越しいただいても

かまいません．予約不要です．ぜひともご一緒いたしましょう．

おいでいただく前に，０９０－３６９４－７８６４まで一報ください． 

 

おくづけ 

加飾技術研究会ニュースレターＶｏｌ．０５ 

発行年月 ２０１０年４月１日 

発行者 加飾技術研究会 代表理事 平野輝美 

☎０９０－３６９４－７８６４ ｅ－ｍａｉｌ ｉｎｆｏ＠ｃｅ－ｈｉｒａｎｏ．ｃｏｍ 

加飾技術研究会 
事務局：平野輝美 

連絡先：平野技術士事務所 

Tel 090-3694-7864 FAX 020-4624-8551 

所 在 地：105-0003 東京都港区西新橋1-１７-７ 

第一稲垣ビル 創造工学研究所内 

平野技術士事務所 代表 平野輝美	
 

 
 加飾技術研究会では一般社団法人東京技術士会 ＳＩＧ表面処理技

術研究会と連携をもって活動しております． 

 最近，加飾技術が注目されていますね．その理由の一つに，製品の

売れ行きについて加飾状況によって影響されることがあります．科学

技術や製造技術，エンジニアリング技術は急速に汎用化しています

ので，機能そのもので差別化することが難しくなってきているのです．

これからは人間の感性に訴える，加飾技術がキーになるでしょう． 

 現在は，日本の製造業の大きな変革の時期にあるように思います．

製品から商品へと，販売力，訴求力のある商品をどのように創造する

か・・・製造ではないのです，創造することが重要になるでしょう．今後

の東京技術士会と加飾技術研究会に注目ください． 

 
 一般社団法人東京技術士会にはたくさんのＳＩＧ（スペシャルイ

ンタレストグループ）があります．その一つであります，ＳＩＧ技術

評価センターでは，事業者のご要望に応じていろいろな技術評

価業務をお受けしております．ぜひ，ご活用ください．連絡先は，

info-tec@tokyo-gijutsushikai.jpです．よろしくお願い致します． 

 
ＳＩＧ技術的資格取得支援センターもご活用ください．連絡先は，

info-tlc@tokyo-gijutsushikai.jpです． 


